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臨床実習から何を学ぶべきか       
刈谷豊田総合病院 歯科口腔外科 宇佐美雄司 

 

歯科衛生士専門学校の授業は高校の科目とは全く異なり、解剖学、生理学などから

臨床系の歯科学の講義まで、未知のことばかり、しかも専門的で多分に戸惑いがあっ

たと思います。その必要性もわからないまま、知識を詰め込み？、２年生になって臨

床実習を迎えたのではありませんか。しかし、実習も半分を終えると歯科衛生士とし

ての仕事が理解でき、どんな知識が要求されるのか、分かってきたことと思います。

そして、今までばらばらであった各科目の知識が少しずつ、有機的に繋がってきてい

ませんか。まだの人は後半に期待します。授業の内容を縦糸に例えれば、臨床実習は

横糸です。縦糸と横糸をうまく編んで、一枚の布を織ってください。もちろん、実習

中に気がついた不足している縦糸は速やかに補修しましょう。 
そして、できあがった布が将来も役立つよう、卒業しても、国試に合格して就職し

ても、常に学んでいく姿勢こそを学ぶべきでしょう。高校までとは根本的に違い、今、

皆さんが学んでいることは患者さんの健康に責任を負っているものであることを自覚

し、有意義な臨床実習を経験されることを期待しています。 

１ 第２期臨床実習を終えて（２期臨床実習アンケートを中心として）

「実習内容で費やした時間の多いもの」 
診療補助が１期では５４％に対し、２

期では６３％となり、予防処置・保健指

導もそれぞれ１期に比べ２～５％の増加

であり、見学は減少している。 
「実習以外での時間の使い方」 
実習帳記録が１期７０％、２期７１％

とほとんど変化はなく、外出・テレビが

それぞれ３％減少したのに対し、アルバ

イトが４％増加であった。 
「努力したこと・勉強になったこと」 

バキューム・ライティングが４１％と

１期同様もっとも多かった。また１期で

は４番目であったスケーリングが２期で

は２番目に増加した。ある程度臨床に慣

れて、実技実習を多くさせてもらってい

ることが伺える。 
「大変だったこと」 
『知識不足のため進んで行動できなか

った。』、『１期を終えても知識も技術も未

熟で焦りを感じた。』など、自分の努力不

足を痛感している内容などが多かった。

ＭＤＨＣだより ＮＯ．３３ 

三河歯科衛生専門学校 Ｈ１８．９．１３ 

この気持ちを３期以降のやる気につなげ

て欲しいと思う。 
「今後の心構え」 
『スケーリングを上達させたい。』、『Ｔ

ＢＩではいろいろな視点から話ができる

ように、知識をしっかり身につけたい。』

など、歯科衛生士業務の基本となる内容

が多かった。 
「臨床実習の感想」 
『訪問診療に同行させてもらい、要介

護者の方の口腔清掃の大切さ、ＤＨの役

割の大きさを実感し、やりがいを感じる

と同時に、目標とするものができた。』な

ど、現場に出て、今の社会情勢にあった

ＤＨの役割を再認識する学生もあった。 
＊３期事前指導では、本校の事務職員に

模擬患者役をお願いして、何人かの学生

がクラスメイトの前で指導を行いました。

その後、小グループに分かれ、患者さん

への対応の仕方や、問題点を把握し的確

な指導ができていたか等のディスカッシ

ョンを行いました。 
２ 施設実習の感想 
 ～学生感想文（抜粋）～ 
＜特別養護老人ホーム まどかの郷＞ 
『施設の方を見て、相手を思いやる気持

ち・優しさと、笑顔でいることの大切さ

を実感し、自分勝手に生きてきた私が恥

ずかしくなった。』 
＜老人保健施設 ヴィラ葵＞ 
『一人一人の今の状況を維持し、そこか

らどのように改善するかなどを、施設内

の色々な職種の人達で話し合いながら進

めていることを知り、今回の実習を通し

て、チームワークの大切さを学んだ。』 

＜知的障害者更生施設 藤川寮＞ 
『最初は不安な気持ちでしたが、入所者

の方から「私と手を繋ごう」と言ってく

れた時はとても嬉しかった。また私より

純粋な心を持っていて、まっすぐに人と

向き合うことができる人達だと思った。』 
＜肢体不自由児施設・重症心身障害児施設 

愛知県青い鳥医療福祉センター＞ 
『それぞれの障害について正しい知識を

持つことや、本人はもちろんのこと、そ

の周りの人や環境などの背景もしっかり

理解して診療を進めるなど、重要なこと

を実際に目で見て学ぶことができた。』 
３ 心身障害者歯科検診の感想 
 ８月２０日、「岡崎市福祉の村」にて実

施された心身障害者歯科検診の事業に、

今年も１８名の学生が参加しました。 
～学生感想文（抜粋）～ 
『診療中に暴れたり、口を閉じてしまっ

たりと恐怖心がそのまま行動に現れてし

まう患者さんも多くみえた。私は暴れて

いる患者さんを抑えることが精一杯だっ

たが、ＤＨさん方はそれぞれの患者さん

に合った適切な声かけをし、その声かけ

により患者さんの力が抜けていくのがよ

くわかった。その状況や患者さんに合っ

た声かけができ、安心感を与えられるＤ

Ｈに私もなりたいと思った。』 
４ 今後の主な行事予定（２年生） 
・臨床実習３期終了   １０／１８（水） 

・臨床実習３期まとめ  １０／２０（金） 

・全国統一模擬試験   １０／２３（月） 

・研修旅行 １０／２５(水)～１０／２７（金） 

（横浜・東京ディズニーランド・東京歯科大学） 

・臨床実習４期開始   １０／３０（月） 


